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2025(令和 7)年度学生の学修時間・学習行動を把握するアンケート報告書 

 

研究教育開発センター 

Ⅰ 学生の学修時間・学習行動を把握するアンケートについて 

 1 アンケートの目的 

 学生に前期／後期の学修生活を振り返ってもらい、把握した状況をもとに教育活動の見直しに組織的に

取り組むために実施する。 

 2 アンケートの実施概要 

（1）アンケート対象学生 

2025（令和 7）年度の全学部・全学科（経済・経営・社会福祉・児童・国際文化・音楽・看護） 

（2）アンケートの実施時期 

前期：2025（令和 7）年 8 月 4 日（月）～9 月 12 日（金） 

後期：2026（令和 8）年 1 月 6 日（火）～2 月 28 日（土） 

（3）アンケートの実施方法 

パソコン・スマートフォン等による LCU での回答。 

（4）アンケート回答状況 

前期：27.0％（回答者数 778 名／対象者数 2,877 名） 

後期：41.5％（回答者数 1,176 名／対象者数 2,832 名） 

（5）アンケートの質問項目 

質問項目は以下の問 1～問 24 である。なお、問 24 は能力・スキルの 7 つからなり、前・後期それぞれ

の学修成果を自己評価する項目となっている。 

問 1 1 週間の授業数 

問 2 授業への出席率 

問 3 出席率が 9 割未満の理由（複数回答可） 

問 4 オンライン授業の受講回数 

問 5 オンライン授業を受講した理由 

問 6 オンライン授業の問題点・要望 

問 7 使用できる情報機器（複数回答可） 

問 8 情報機器の購入予定 

問 9 生成 AI の活用目的（複数回答可） 

問 10 1 日平均の学修・勉強時間 
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問 11 時間を使った学修・勉強（複数回答可） 

問 12 学修・勉強を行った場所（複数回答可） 

問 13 平日の平均睡眠時間 

問 14 睡眠時間が短くなる理由（複数回答可） 

問 15 サークルなどの課外活動（複数回答可） 

問 16 課外活動の 1 週間平均時間 

問 17 アルバイトの有無 

問 18 アルバイトの 1 週間平均時間 

問 19 アルバイトの目的（複数回答可） 

問 20 授業資料の好ましい形式 

問 21 授業資料を選んだ理由（複数回答可） 

問 22 学生生活で満足している項目（複数回答可） 

問 23 学生生活で不満足な項目（複数回答可） 

問 24 能力・スキルの自己評価（一般教養、コミュニケーションスキル、課題発見力、課題解決能力、

自ら学ぶ態度、専門知識、専門スキル）
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Ⅱ 学生の学修時間・学習行動を把握するアンケート結果及び分析 

回答者内訳 

[前期] 

学科 割合 回答数 学科回答率 

経済 20.3％ 158 — 

経営 25.3％ 197 — 

社会福祉 7.6％ 59 — 

児童 16.3％ 127 — 

国際文化 17.5％ 136 — 

音楽 1.2％ 9 — 

看護 11.8％ 92 — 

計 100％ 778 — 

 

学年 割合 回答数 学年回答率 

1 51.0％ 397 — 

2 22.5％ 175 — 

3 15.2％ 118 — 

4 11.3％ 88 — 

計 100％ 778 — 

 

[後期] 

学科 割合 回答数 学科回答率 

経済 20.6％ 242 — 

経営 28.8％ 339 — 

社会福祉 10.8％ 127 — 

児童 15.1％ 178 — 

国際文化 14.7％ 173 — 

音楽 1.0％ 12 — 

看護 8.9％ 105 — 

計 100％ 1,176 — 

 

学年 割合 回答数 学年回答率 

1 33.1％ 389 — 

2 21.9％ 258 — 

3 20.7％ 243 — 

4 24.3％ 286 — 

計 100％ 1,176 — 
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問 1 1 週間の授業数 

[前期] 

 

 

[後期] 

 

 

前期は「１０コマ以上１５コマ未満」が最も多く、340 名（43.7％）であった。後期は「１０コマ以上１

５コマ未満」が最も多く、441 名（37.5％）であった。後期の同項目の学年別割合は 1 年 55.5％、2 年

43.0％、3 年 43.6％、4 年 2.8％であった。



5 

 

問 2 授業への出席率 

[前期] 

 

 

[後期] 

 

 

前期は「９割以上」が最も多く、527 名（67.7％）であった。後期は「９割以上」が最も多く、712 名

（60.5％）であった。後期の同項目の学年別割合は 1 年 64.5％、2 年 65.5％、3 年 57.2％、4 年 53.5％で

あった。 
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問 3 出席率が 9 割未満の理由（複数回答可） 

[前期] 

 

 

[後期] 

 

 

前期は「病気（風邪、インフルエンザなど）」が最も多く、160 名（52.3％）であった。後期は「病気（風

邪、インフルエンザなど）」が最も多く、358 名（63.7％）であった。後期の同項目の学年別割合は 1 年

71.4％、2 年 70.1％、3 年 55.8％、4 年 57.0％であった。 
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問 4 オンライン授業の受講回数 

[前期] 

 

 

[後期] 

 

 

前期は「１回以上１５回未満」が最も多く、455 名（58.5％）であった。後期は「受講していない」が最

も多く、662 名（56.3％）であった。後期の同項目の学年別割合は 1 年 46.5％、2 年 48.4％、3 年

47.7％、4 年 83.9％であった。 
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問 5 オンライン授業を受講した理由 

自由記述の回答有無を集計する。 

[前期] 

 

 

[後期] 

 

 

前期は「無回答」が最も多く、414 名（53.2％）であった。後期は「無回答」が最も多く、841 名

（71.5％）であった。この集計は自由記述の回答有無を示したものであり、記述内容の分類別割合を示す

ものではない。 
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問 6 オンライン授業の問題点・要望 

自由記述の回答有無を集計する。 

[前期] 

 

 

[後期] 

 

 

前期は「無回答」が最も多く、693 名（89.1％）であった。後期は「無回答」が最も多く、1,065 名

（90.6％）であった。この集計は自由記述の回答有無を示したものであり、記述内容の分類別割合を示す

ものではない。 
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問 7 使用できる情報機器（複数回答可） 

[前期] 

 

 

[後期] 

 

 

前期は「スマートフォン」が最も多く、702 名（98.9％）であった。後期は「スマートフォン」が最も多

く、1,031 名（98.5％）であった。後期の同項目の学年別割合は 1 年 98.9％、2 年 98.7％、3 年 98.2％、4

年 98.0％であった。 
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問 8 情報機器の購入予定 

[前期] 

 

 

[後期] 

 

 

前期は「ない」が最も多く、368 名（88.7％）であった。後期は「ない」が最も多く、609 名（89.2％）で

あった。後期の同項目の学年別割合は 1 年 82.3％、2 年 93.4％、3 年 94.6％、4 年 91.8％であった。 
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問 9 生成 AI の活用目的（複数回答可） 

[前期] 
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[後期] 

 

 

前期は「レポートや課題の作成」が最も多く、139 名（17.9％）であった。後期は「教科書や参考文献の

内容を理解するための補助」が最も多く、406 名（40.7％）であった。後期の同項目の学年別割合は 1 年

47.8％、2 年 43.9％、3 年 39.0％、4 年 28.9％であった。 
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問 10 1 日平均の学修・勉強時間 

学修・勉強時間には授業時間を含まない。 

[前期] 

 

 

[後期] 

 

 

前期は「１～３時間未満」が最も多く、297 名（38.2％）であった。後期は「１～３時間未満」が最も多

く、375 名（31.9％）であった。後期の同項目の学年別割合は 1 年 31.1％、2 年 36.0％、3 年 36.6％、4

年 25.2％であった。 
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問 11 時間を使った学修・勉強（複数回答可） 

[前期] 

 

 

[後期] 

 

 

前期は「授業の予習・復習・課題」が最も多く、574 名（82.8％）であった。後期は「授業の予習・復

習・課題」が最も多く、697 名（69.7％）であった。後期の同項目の学年別割合は 1 年 84.1％、2 年

77.6％、3 年 70.7％、4 年 41.4％であった。 
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問 12 学修・勉強を行った場所（複数回答可） 

[前期] 

 

 

[後期] 

 

 

前期は「自宅」が最も多く、593 名（90.7％）であった。後期は「自宅」が最も多く、871 名（92.3％）で

あった。後期の同項目の学年別割合は 1 年 95.2％、2 年 90.9％、3 年 91.8％、4 年 89.8％であった。 
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問 13 平日の平均睡眠時間 

[前期] 

 

 

[後期] 

 

 

前期は「６～７時間未満」が最も多く、337 名（43.3％）であった。後期は「６～７時間未満」が最も多

く、461 名（39.2％）であった。後期の同項目の学年別割合は 1 年 40.4％、2 年 39.1％、3 年 40.7％、4

年 36.4％であった。 
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問 14 睡眠時間が短くなる理由（複数回答可） 

[前期] 

 

 

[後期] 

 

 

前期は「アルバイト」が最も多く、161 名（54.9％）であった。後期は「アルバイト」が最も多く、257

名（58.4％）であった。後期の同項目の学年別割合は 1 年 59.9％、2 年 59.0％、3 年 58.9％、4 年 53.9％

であった。 



19 

 

問 15 サークルなどの課外活動（複数回答可） 

[前期] 

 

 

[後期] 

 

 

前期は「加入していない」が最も多く、367 名（53.7％）であった。後期は「加入していない」が最も多

く、606 名（60.7％）であった。後期の同項目の学年別割合は 1 年 56.9％、2 年 59.6％、3 年 58.3％、4

年 69.3％であった。 
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問 16 課外活動の 1 週間平均時間 

[前期] 

 

 

[後期] 

 

 

前期は「３時間未満」が最も多く、159 名（49.1％）であった。後期は「３時間未満」が最も多く、217

名（51.8％）であった。後期の同項目の学年別割合は 1 年 44.2％、2 年 59.6％、3 年 54.3％、4 年 54.8％

であった。 
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問 17 アルバイトの有無 

[前期] 

 

 

[後期] 

 

 

前期は「している」が最も多く、630 名（81.0％）であった。後期は「している」が最も多く、986 名

（83.8％）であった。後期の同項目の学年別割合は 1 年 82.3％、2 年 86.4％、3 年 84.4％、4 年 83.2％で

あった。 



22 

 

問 18 アルバイトの 1 週間平均時間 

[前期] 

 

 

[後期] 

 

 

前期は「１０～２０時間未満」が最も多く、323 名（55.0％）であった。後期は「１０～２０時間未満」

が最も多く、443 名（50.3％）であった。後期の同項目の学年別割合は 1 年 55.0％、2 年 53.7％、3 年

47.4％、4 年 43.5％であった。 
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問 19 アルバイトの目的（複数回答可） 

[前期] 
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[後期] 

 

 

前期は「友人や恋人との食事、遊びなどの交流費」が最も多く、368 名（63.8％）であった。後期は「趣

味、遊び、ゲームの課金などの余暇費」が最も多く、562 名（65.6％）であった。後期の同項目の学年別

割合は 1 年 62.2％、2 年 66.1％、3 年 67.6％、4 年 68.0％であった。 
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問 20 授業資料の好ましい形式 

[前期] 

 

 

[後期] 

 

 

前期は「紙で印刷された形式」が最も多く、447 名（57.5％）であった。後期は「紙で印刷された形式」

が最も多く、641 名（54.5％）であった。後期の同項目の学年別割合は 1 年 48.8％、2 年 56.6％、3 年

65.4％、4 年 51.0％であった。 
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問 21 授業資料を選んだ理由（複数回答可） 

[前期] 

 

 

[後期] 

 

 

前期は「勉強がしやすい」が最も多く、490 名（74.5％）であった。後期は「勉強がしやすい」が最も多

く、672 名（71.6％）であった。後期の同項目の学年別割合は 1 年 68.4％、2 年 75.5％、3 年 79.3％、4

年 65.5％であった。 
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問 22 学生生活で満足している項目（複数回答可） 

[前期] 
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[後期] 

 

 

前期は「友人との交流」が最も多く、310 名（48.7％）であった。後期は「友人との交流」が最も多く、

474 名（51.5％）であった。後期の同項目の学年別割合は 1 年 54.8％、2 年 59.3％、3 年 50.0％、4 年

41.6％であった。 
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問 23 学生生活で不満足な項目（複数回答可） 

[前期] 
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[後期] 

 

 

前期は「授業方法」が最も多く、111 名（26.2％）であった。後期は「課題の量」が最も多く、150 名

（24.9％）であった。後期の同項目の学年別割合は 1 年 29.9％、2 年 27.3％、3 年 25.4％、4 年 12.6％で

あった。 
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問 24（1） 一般教養について身についた程度 

2025 年 4 月（前期）／2025 年 10 月（後期）と比較した自己評価。 

[前期] 

 

 

[後期] 

 

 

前期は「ある程度身についた」が最も多く、441 名（56.7％）であった。後期は「ある程度身についた」

が最も多く、637 名（54.2％）であった。前期の「十分に身についた」「ある程度身についた」の合計は、

1 年 78.3％、2 年 78.9％、3 年 72.0％、4 年 76.1％であった。後期の「十分に身についた」「ある程度身に

ついた」の合計は、1 年 73.5％、2 年 81.0％、3 年 73.7％、4 年 80.1％であった。 
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問 24（2） コミュニケーションスキルについて身についた程度 

2025 年 4 月（前期）／2025 年 10 月（後期）と比較した自己評価。 

[前期] 

 

 

[後期] 

 

 

前期は「ある程度身についた」が最も多く、368 名（47.3％）であった。後期は「ある程度身についた」

が最も多く、559 名（47.5％）であった。前期の「十分に身についた」「ある程度身についた」の合計は、

1 年 75.3％、2 年 81.1％、3 年 80.5％、4 年 77.3％であった。後期の「十分に身についた」「ある程度身に

ついた」の合計は、1 年 75.3％、2 年 81.4％、3 年 81.9％、4 年 82.5％であった。 
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問 24（3） 課題発見力について身についた程度 

2025 年 4 月（前期）／2025 年 10 月（後期）と比較した自己評価。 

[前期] 

 

 

[後期] 

 

 

前期は「ある程度身についた」が最も多く、394 名（50.6％）であった。後期は「ある程度身についた」

が最も多く、565 名（48.0％）であった。前期の「十分に身についた」「ある程度身についた」の合計は、

1 年 68.0％、2 年 70.9％、3 年 76.3％、4 年 79.5％であった。後期の「十分に身についた」「ある程度身に

ついた」の合計は、1 年 63.0％、2 年 73.6％、3 年 74.9％、4 年 79.7％であった。 
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問 24（4） 課題解決能力について身についた程度 

2025 年 4 月（前期）／2025 年 10 月（後期）と比較した自己評価。 

[前期] 

 

 

[後期] 

 

 

前期は「ある程度身についた」が最も多く、385 名（49.5％）であった。後期は「ある程度身についた」

が最も多く、586 名（49.8％）であった。前期の「十分に身についた」「ある程度身についた」の合計は、

1 年 67.8％、2 年 70.3％、3 年 77.1％、4 年 79.5％であった。後期の「十分に身についた」「ある程度身に

ついた」の合計は、1 年 67.1％、2 年 76.4％、3 年 78.2％、4 年 78.7％であった。 



35 

 

問 24（5） 自ら学ぶ態度について身についた程度 

2025 年 4 月（前期）／2025 年 10 月（後期）と比較した自己評価。 

[前期] 

 

 

[後期] 

 

 

前期は「ある程度身についた」が最も多く、383 名（49.2％）であった。後期は「ある程度身についた」

が最も多く、574 名（48.8％）であった。前期の「十分に身についた」「ある程度身についた」の合計は、

1 年 74.3％、2 年 74.9％、3 年 84.7％、4 年 77.3％であった。後期の「十分に身についた」「ある程度身に

ついた」の合計は、1 年 67.4％、2 年 79.8％、3 年 81.5％、4 年 81.5％であった。 
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問 24（6） 専門知識について身についた程度 

2025 年 4 月（前期）／2025 年 10 月（後期）と比較した自己評価。 

[前期] 

 

 

[後期] 

 

 

前期は「ある程度身についた」が最も多く、453 名（58.2％）であった。後期は「ある程度身についた」

が最も多く、627 名（53.3％）であった。前期の「十分に身についた」「ある程度身についた」の合計は、

1 年 80.1％、2 年 83.4％、3 年 81.4％、4 年 73.9％であった。後期の「十分に身についた」「ある程度身に

ついた」の合計は、1 年 74.3％、2 年 77.1％、3 年 83.5％、4 年 77.6％であった。 
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問 24（7） 専門スキルについて身についた程度 

2025 年 4 月（前期）／2025 年 10 月（後期）と比較した自己評価。 

[前期] 

 

 

[後期] 

 

 

前期は「ある程度身についた」が最も多く、389 名（50.0％）であった。後期は「ある程度身についた」

が最も多く、585 名（49.7％）であった。前期の「十分に身についた」「ある程度身についた」の合計は、

1 年 69.8％、2 年 71.4％、3 年 74.6％、4 年 69.3％であった。後期の「十分に身についた」「ある程度身に

ついた」の合計は、1 年 69.2％、2 年 68.6％、3 年 77.0％、4 年 77.3％であった。 


